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"l 育でた：~＇ r童話すこと e 聞く の能力の明確化

国語科における「話すこと。閉ぐことJ の能ス］の育成をき言える陪にt:t:,

ぞことJの能力を明確にする必要があ与 Q 子どもが育っていく将来におい了，社会的状況がいかに変化し

ぶうとも， ー般自主！？こヲ大人になれば「訴すとと・聞くごと」は場面や状況に危1二て分化され，多様な側面を

持つcにうにな忍が， ては，まずはり社令1!r;_:i:tJ肝心か中で分化する以前の基礎となる

カをi;＼かにして育むかという観点が求められるだろう。将来の分化のペースとな忍よりな「話すこと・聞く

こと_I（！）刀績とうけることが，義務教育段階での指導が担う主な役割であるといえる。我が国の学習指導要嶺も，

その一部守真珠イヒしたものであるといえよう。

社会的な視点からことばをとらえた場合，話し手の育成としhワ観点カミらはう！将来大人になった児童生徒が，

る相手？と対しても i 内容的にも技術的にも伝わるようなことばを従えるようにしなければならな

い。また，聞き手の青成正いろ観点からは勺 i；主肢が異なるり iiz;.るいは経験のをがある話題や内容に接したと

しても3 自分が理解できない部分をフことばを通レて焦点イヒオる

ようなことばを〆守した相互循環的公プロセスを子ども白身が持てるようになる乙とが， 1・，学び続ける子ども」

え， ο、いては「学び続け3大人」を生み出すことにつながると考える。義務教青段下買を通じてこの相互

楯環的なプロセスを子どもの中に内在化させる手続きをヲ国需科、の各指導の r~ でいかにしてねらってい〈ゆ

という点が，本校の国語科における取り組みのふつである。

:2 2ミ開授業(1)ねらいと成果

「話すとと・聞くことJの能力の育成という観点から教3毛頭境を考えたー場合，同学年の児童生徒同十；Jじと

なる現在の学校生活は，経験や環境が比較的同質の児童生徒で集白を組むことによってラことばを育むメリ：y

トがある反面，ことばをト分に操作しなくとも結果的に児童生徒問では伝わリτてしまう（あるいはわかった

うもりになる）デメリ、ァトが島令。相互循環的なプロセスの内在化という観点からいえば，これは足かせと

なる部分であるといえるため， i可質集団の中マ生じやすいこのデメり γ トを補正する手立てを講じる

ある。そのためのひとつの方法として，小学校・中学校ともに 按業設計の甲；［＇.，， に「目的意識・相手意識J

を置き，その周囲に「課題の把握」「工夫」「実践j 「振り返り」を町置し，公開授業として提案したい

中心となる「目的；京識・：；右手意識」という観点からいえば，小学校では林間学校を話題にし，児童にとっ

て身近であり，かつj怪駁を共有していない干日子（保護者）に伝える活動を前提とし．「保護者に伝える発表会

へ向けてJ という，相手意識（保護者）と己的意識（発表会）が双方伴う民業を組んだ～小学校が体間学校

といっ学ょこでの共通経験宅をもとにした話題を扱司たのに対しラより社会に近づく中学校ではy 共通経験では

なく，社会生活の~コカら

では，発達段階を踏ま

て持たせたむ、ところでふるがー

聞を手口：学級の友だちではある

る ]i~みを行った。

それぞれの長業においt

る話し方，話の展開」ど

ヵ。っその設定を個々の生徒に任せているc 中学校段階の相手意識とし

ほとんど而識もなく，カつ経験も共有していない相手

常の指導場面の中ではそのよフな拐を設けるこどは

ICTを用い‘亡即時的なフィードベツうんをかけることで，客観視の視点を

を意識とし

；る点はわ「自分たちの中で庁、行伝わる詰し万，誌の展，俳j！と「第三者

るこ土を自覚さぜる機会を与え どのようにした色イ云わ忌言語を境作できる

ようになるのかそ芳える契機とキせるこどである。またヲここマ重要な点は，伝わるように指導することの

みにカをスれるのではなぐ，同時に「伝わらない経験」に個植を見出しちプまえさせ与点である，＇，その連続的

泊五循環的なプロセズを児童生徒の中に生み出し，最路的には9 己とばを通して学If続ける子ど

主を育成することになると考えるのしたがゥ℃今日 I

いるが，「学び続ける千どマらの育成！

指したものではなくヲ各綬菜の目標を

である。

今回コ

とと。聞く i三と」としての単元として設定して

目捺は「話、すこと・開くこと」正J完成形をE

け3子どもの育成」のための手段としてとらえるととが適切

ぐこと」の指導合取り立てて行っ
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